
 

 

令和 3年度 養殖衛生管理体制整備事業（概要） 

（令和 3年度 農林水産省 消費・安全対策交付金） 

 

                          とりまとめ：平塚 匡 
1 事業の目的 

 近年，食品の安全性に対する消費者の関心は高くなっており，養殖水産物に関しては養殖現場で使用

されている医薬品や養魚用飼料，養殖漁場の環境等について厳しい目が向けられている。また，持続的

養殖生産確保法に基づく国内魚類防疫制度において都道府県の果たすべき役割は重要なものとなってい

る。様々に態様が変化する魚病に対応し，消費者の視点に立った健全で安全な養殖魚の生産に寄与する

ためには，養殖衛生管理に対する体制整備を効率的かつ効果的に推進していく必要がある。これらの目

的を達成するため本事業を実施した。 
 
2 事業の内容 

(1) 総合推進対策 

  県内防疫対策会議の開催，全国養殖衛生推進会議への出席 
(2) 養殖衛生管理指導 

医薬品適正使用指導，適正な養殖管理およびワクチン使用の指導，養殖衛生管理技術の普及・啓発 
(3) 養魚場の調査・監視 

  医薬品使用実態調査，薬剤耐性菌の実態調査 
(4) 養殖衛生管理機器整備 

ポータブル吸光光度計一式の整備 
(5) 疾病の発生予防・まん延防止 

定期的な巡回指導による魚病被害状況の把握，魚病検査の実施による治療法等の指導および疾病の 
伝播防止 

マス類の県内需給状況調査 

 

とりまとめ：平塚 匡  
 

本調査は全国養鱒技術協議会提出資料として，県内の養鱒関係者に種苗生産状況を聞き取り調査し，取りまと

めたものである。調査内容は，種卵生産量（普通魚・バイテク魚），種苗生産量（普通魚・バイテク魚），河川・

湖沼への放流種苗出荷数，埋没放流用出荷卵数，普通魚の種卵種苗価格，バイテク魚の種卵種苗価格である。こ

のうち，年間種卵生産量，年間種苗生産量，河川・湖沼放流用種苗出荷量，埋没放流用出荷卵数を以下に示した。 
 
1 今回調査した養鱒経営体数 

今回調査した経営体は 31経営体であった。 

 

2 県内の生産量 

 令和 3年の年間種卵生産量（表 1），年間普通種苗生産量（表 2），河川・湖沼放流用種苗出荷量（表 3），埋没

放流用出荷卵数（表 4）は次の表に示すとおりであった。 

 

表 1 年間種卵生産量                                単位（万粒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 年間普通種苗生産量      単位（万尾）    表 3 河川・湖沼放流用種苗出荷量    単位（万尾） 
 
 
 
 
 
 

表 4 埋没放流用出荷卵数             単位（万粒） 
 
 
 

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 計 全雌二倍体 全雌三倍体 計

ニジマス 470.0 230.0 488.5 1,188.5 11.0 11.0
ヤマメ 15.0 145.8 160.8
イワナ 180.0 180.0
アマゴ 76.0 76.0
ヒメマス 3.0 3.0

ブラウントラウト 1.5 10.2 11.7
カワマス 2.5 2.5
アメマス 3.2 3.2

スチールヘッド 3.7 3.7
サクラマス 4.5 4.5
オショロコマ 5.8 5.8
カットスロート 2.9 2.9

魚種名
普通卵 バイテク卵

魚種名 生産尾数（2g換算）
ニジマス 709.8
ヤマメ 154.8
イワナ 111.8
アマゴ 58.2
ヒメマス 23.7

ブラウントラウト 4.3
カワマス 2.6
アメマス 1.0

スチールヘッド 1.6
サクラマス 3.6
オショロコマ 1.0
カットスロート 2.0

魚種名 生産尾数（2g換算）
ニジマス 9.4
ヤマメ 29.0
イワナ 16.0
アマゴ 27.6
ヒメマス 43.8

ブラウントラウト 0.1

魚種名 年間放流数

ヤマメ 6.0
イワナ 9.0
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3 魚種別生産経営体数 

 魚種別養殖経営体数と種苗生産経営体数は表 5に示すとおりであった。 
 
表 5 魚種別養殖経営体数と種卵生産経営体数    

魚種名 養殖経営体数 種卵生産経営体数（%）
ニジマス 20 6 （30.0）
ヤマメ 16 7 （43.8）
イワナ 15 7 （46.7）
アマゴ 7 5 （71.4）
ヒメマス 5 2 （40.0）

ブラウントラウト 5 2 （40.0）
サクラマス 3 2 （66.7）
カワマス 2 1 （50.0）
アメマス 1 1 （100.0）

スチールヘッド 1 1 （100.0）
オショロコマ 1 1 （100.0）
カットスロート 1 1 （100.0）
イトウ 2 1 （50.0）  

 
4 種卵生産量と種苗生産量の経年変化 

（ニジマス） 

  令和 3年の種卵生産量は前年比 49.6万粒（4.4%）増の 1,188.5万粒，種苗生産量は前年比 26.1万尾（3.8%）

増の 709.8万尾であった（図 1）。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 ニジマスの種卵・種苗生産量の経年変化 
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4 種卵生産量と種苗生産量の経年変化 

（ニジマス） 
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図 1 ニジマスの種卵・種苗生産量の経年変化 
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（ࣖマ࣓） 

  令和 3年の種卵生産量は前年比 18.8万粒（10.5%）ῶの 160.8万粒，種苗生産量は前年比 27.0万尾（21.1%）

増の 154.8万尾であった（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 ࣖマ࣓の種卵・種苗生産量の経年変化 
 

 

 （ࢦマ࢔）

  令和 3年の種卵生産量は前年比 13.0万粒（20.6%）増の 76.0万粒，種苗生産量は前年比 7.2万尾（14.1%）増

の 58.2万尾であった（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  の種卵・種苗生産量の経年変化ࢦマ࢔ 3
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（イワナ） 

  令和 3年の種卵生産量は前年比 5万粒（2.7%）減の 180.0万粒，種苗生産量は前年比 12.8万尾（12.9%）増

の 111.8万尾であった（図 4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 イワナの種卵・種苗生産量の経年変化 
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学会への発表及び他誌への投稿等 

● 論文（査読あり） 

 ○ Fujihara, R., Katayama, N., Sadaie, S., Miwa, M., Sanchez Matias, G. A., Ichida, K., Fujii, W., Naito, K., Hayashi, M.,  

Yoshizaki, G. Production of Germ Cell-Less Rainbow Trout by dead end Gene Knockout and their Use as Recipients 

for Germ Cell Transplantation. Marine Biotechnology, 24, 417-429. 

○ Miyamoto, K., Hoshikawa, H., Nagura, J., Sawamoto, Y., Đorđević, M., Ohta, K. (2021) : Cochineal Dye 

Concentration and Treatment Time for Otolith Marking of Japanese Smelt Hypomesus nipponensis Embryos. 

Transactions of the American Fisheries Society, https://doi.org/10.1002/tafs.10335. 

 

● 論文（査読なし） 

○ 三浦正之・山本剛史（2021）：話題 マス類低魚粉飼料の普及に向けた取り組み．日本水産学会誌，87（6），

711-716． 

 

● 学会発表 

○ 名倉 盾・加地弘一：渓流域におけるブラウントラウトの完全駆除事例．第 55 回日本魚類学会年会 （9

月 Web） 

○ 三浦正之・山本剛史・小澤 諒・岡崎 巧・間野伸宏・神谷賢治・鈴木秀和：低魚粉飼料でも高成長を示

すニジマスの家系作出 F2魚における魚粉含量の異なる飼料での選抜効果．日本水産増殖学会第 19回大会

（11月 Web） 

○ 神谷賢治・三浦正之・平塚 匡・山本剛史・鈴木秀和・遠藤文則：高い成長性能と増肉コストの低減化を

両立したニジマス用低魚粉飼料の開発．日本水産増殖学会第 19回大会（11月 Web） 

○ 谷沢弘将・藤原 亮：外来魚稚魚の駆除を目的とした光集魚トラップの開発．令和 4年度日本水産学会春

季大会（3月 Web） 

 

● 著作（雑誌・機関誌における執筆等） 

○ 山本剛史・三浦正之（2022）：ニジマス、マス類．イチからはじめる！養魚飼料入門．養殖ビジネス 2022

年臨時増刊号，86-91． 

 

●  依頼講演等 

 ○ 岡崎 巧：山梨県の水産と水産技術センター．山梨県立大学「山梨学Ⅱ」（12月 甲府市） 

○ 三浦正之：山梨県の養殖業及びサーモン（サケ・マス類）養殖の現状と課題．山梨大学「山梨地域課題特

論」（11月 甲府市） 

 

●  研究会等での発表 

○ 名倉 盾：全国湖沼河川養殖研究会大会 

○ 名倉 盾：山梨県奥川のブラウントラウト完全駆除について 令和 2年度全国湖沼河川養殖研究会マス類

資源研究部会（12月 メール会議） 

○ 平塚 匡：富士の介の鮮度保持に有効な締め方の検討．令和 3年度関東甲信越ブロックマス類養殖担当者

研究会（2月 Web会議） 
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